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要約

2004年度より数年次にわたり、技芸科教科プロジェクト研究として「技芸科施設・設備の現状と将来展望」に取

り組むことにした。実技教科の教育効果は、教科指導に必要な施設・設備の充実度に依存する部分が多く、また他

教科に比較してその規模が絡段に大きい。本校では基本的に昭和 30年代に建築された現校舎の施設・設備を、途

中で迫力o.改善・修繕しながらそのまま使用し続けている。近い将来、校舎を全l語新築することを提出子に入れた校

舎新築プロジェクトも進行する中で、技芸科関連結設・設備の現状を正確に把握し、問題点や新たな課題を見つけ、

それらへの対応策を新施設・設備の仕様に組み込むよう準備することが急務であると考える。

技芸科内各科が)1慎に報告しており、今年度は中学校技術・家庭科(家庭分野)及び高等学校家j廷科が担当する。

キーワード:調理実習室 (practicalroom of cooking)、厨房設備 (kitchenequipment) 

1 家庭科の授業規模

本校中学では「技術・家庭Jを各学年(各 3クラス)

で週あたり 2待問実施している。各学年とも 2学期分

を技術分野、 1学期分を家庭分野で分担している。一

方、高校では「家庭基礎j を高校2年・ 3年(各4ク

ラス)でそれぞれ 1単位ずつ、合計 2単位を履修させ

ている。中学家!窓分野および高校家庭基礎の合計週あ

たり時間数は 14時間となる。専任教員は植村1名で

あるが、植村は高校情報科も担当しているため、上記

14時間すべてを担当することは不可能である。そのた

め数時間を非常勤講師にお願いしている。今年度は中

学校全学年と高校 2年を植村が、高校 3年を非常勤講

師に担当いただいている。なお、中学校「技術・家庭

科(家庭分野)Jと高等学校「家庭科j とは別教科であ

るが、本稿では通例に従い「家庭科j と記すこととす

る。

2 家庭科の教科指導内容

家庭科で実際に指導している内容は以下の通りであ

る。

View of the facilities and equipment in Gigei division 

技術・家庭科(家庭分野) 週 2時間

家族と家庭生活 1 (家族)

生活の自立と衣食住 1 (衣生活)

中学2年技術・家庭科(家庭分野) 週2時間

1学期 生活の自立と衣食住 2 (食生活)

中学3年技術・家庭科(家庭分野) 週2時間

3学期 |生活の自立と衣食住 3 (住生活)

家族と家庭生活2 (保育)

-被服実習を行うため、被服教室やミシンが必要。

-調理実習を行うため、調理実習室・調理器具が必要。

・平行して産学も行うため、普通教室が必要。

高校2年家庭科(家庭基礎) 1単位

1学期 衣生活:衣服の機能、エプロン製作

2学期 食生活:栄養と健康、調理実習

3学期 くらしの中の消費

高校3年家庭科(家庭基礎 1単位

(Fourth Report， from Home Economics section) Practical room of Cooking 
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1学期 家族

食生活-調理実習

2学期 衣生活:卒業制作

保育

3学期 (自宅学習)

-中学同様、各種実習室と普通教室とが必要。

本校の中学、高校の家庭科の題材配列は年度や総当

者により若干の相違はあるが、概ね以上の通りである。

中学、高校ともに、学習指導要領にもとづき、基礎

基本となる知織・技術の定着を図れるよう工夫してい

る。 中学では連続2時間の授業枠なのでまとまった実

習が行える。一方、高校では週日時間の授業なので締

切れの実習題が中心となる。し寸泣れにせよ、実習を過

して知識の理解を深めるという構造は一費しており、

家庭科にとって実習室は不可欠の存在である。

3 鯛理実習室の施設

2で示した家j庭科の教科指導内容を実施するために、

本校6号館2階部分には、「調理実習室J(6 2 1教室)

と「家庭科/書道教室J(6 2 2教室)とが設量されて

いる。前者は専ら家庭科の授業で用いられており、家

庭科が管理をしている。一方、後者は家庭科のほか、

中学国語科の書写や高校芸術科書道などでも用いられ

ている。

本稿では主として家庭科が専有している調理実習室

について概観する(図 1，図 2)。

調理実習室は南北方向 12m、東西方向 8m、面積 96

lTI 2のフロアで、南側壁面に一段黒板、壁面手前に「示

範台J(教員用調理台)、東側壁面に窓が設けられてい

る。南側壁詰の甫東角が再開き扉となっており、ここ

で6号館 2階廊下と接続している。利用者は廊下に設

置された靴箱備え付けの調理室用サンダルに履き替え

てから入室するよう指導されている。西側壁面は窓の

他、 6号館 2階ベランダと通じる 1関幅の出入り口(サ

ッシ)も設置されているが、通常は採光や通風口とし

か使用されていない。天井の照明機器は通常教室用の

40W蛍光灯が使用されている。

12000mm 
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1980年に 6号館が新築された当時、この教室は「工

芸デザイン教室j として用いられていた。その後、中

学校学習指導要領の 1989年改訂て1993年から実施)に

よる男女による差異を設けない履修領域の設定(男子

校である本校においては家庭分野の必修化)、および高

等学校学習指導要領の 1989年改訂(1994年から実-施)

での家庭科男女共修化(男子校である本校においては

必修化)にあわせて、部患の用途替えおよび設備の整

備などが行われ現在に至っている。天降り的な留の施

策があったとはいえ、常勤の家庭科担当者が未配置の

下でこのような整備がなされ、現在まで維持されてい

ることに対して敬意を表したい。ただし、実際の授業

担当者の視点から見ると、やはり未整備の面が目立ち、

いくつかの点は早急な改善が望まれる。以下の各節で

述べる。

さて、 6号館全体に冷暖房の空調設備が未整備であ

るため、本教室にも冷房設備がない。調理実習室では

必然的に火気を使用するため、 1学期の 6月上旬から

学期末まで、そして 2学期の 9月から 10月上旬まで

は、学習環境としては劣悪なものと言わざるを得ない。

窓を開放し換気設備をフノレ稼働しでも、外気温に調理

器具からの熱、生徒畠身から発する熱が加わり、熱交

換が追いつかない状態である。また砂挨が立つ強風の

日や蛍光灯に虫が集まる夕刻などは窓を閉めざるを得

ず、室温はさらに上昇する。蒸し風呂のようだと形容

しでも過言ではない。

一方、暖房設備はガスカスタムヒーター(I4.3kW)

が教室内に 2カ所設霞されているが、性質上、換気の

頻度が高くまた普通教室より一回り大きな調理実習室

を暖めるには力不足と言わざるを得ない。

上記のような問題を抱える中、2006年度に管理職と

事務係の尽力で採光用の外窓に縞戸が設置された。こ

れにより窓開放時の害虫の侵入を防ぐことができるよ

うになり、幾分は環境が改善された。しかし、熱の問

題は一向に解決されていない。一般的に梅雨時から秋

口にかけての時期が食中還のシーズンとされている。

過度の高温多湿の下での調理は、生徒の健康管理上の

みならず食品衛生上も好ましくない状況だと言える。

他の校舎同様の冷暖房設備の早急な設置が望まれる。

なお、志向戸の設置と{井せて、調理実習室でのネズミ

駆除作業も実施された。その結果、教室北側壁面の西

側食器戸棚裏に侵入可能な穴が発見されたため、金購

ネットによりふさがれた。実習室の環境が徐々にでは

あるが正常な方向に向かっていることを付記しておく。

4 誠理実習室の什器

調理実習室の性質上、立{立での実潔と坐伎での試食

との双方に対.)芯した什器が必要となる。|翠 1および8

2に示したとおり、本実習室には「調斑台J9台と「試

食台J12台、「示範台J1台とが備えられている。

鐙3. 調理台

まず調理台(図 3) であるが、調理台と自在水栓2

口つきの 1槽式シンク、 2口ガスコン口、そして電子

レンジ収納台が一体化されたものである。大きさは

W1800mm(流し部 500+調理台部 750十コンロ部

550) x D900mm x H800mmとなっている。これが 9

台備えられているため、通常クラスの授業では調理台

工台につき 4'"'-'5人が作業をすることになる。

上述の通り、実際の作業スペースは調理台部

W750mmXD900mmと大きいとは言えないため、授

業では後述の試食机(図 4) も作業に用いている。ま

た調理台同士の間摘は 1200mmである。!持の実習台

の作業を最低限干渉しない程度には潤隔がとられてい
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る。ただし、教室最北東端の実習台は北側壁面との間

隔が 600mmしかなく、圧迫感は否めない。

キッチン設備の寸法に関する JIS規格(JISA 

0017:1998)によると、調理台の高さ(ワークトップの

高さ)は 800mm，850mm，900mm，950mmの4寸法が

規定されており、住宅機器販売会社などは中学生向け

は800mm、高校生向けは 800'""850mmと宣伝してい

る。システムキッチン等のカタログには誠理者の身長

に応じた「推奨の高さj の計算式として、人間工学の

知見から、「推奨の高さ=身長-:-2十50mmJという式

を紹介することが少なくない。これに本校生徒の身長

平均値 (2007年度「生徒手帳Jより)をあてはめてみ

ると、表 lのようになる。「規格J榔には推奨の高さを

内輪に含む規格を表示した。

稜1. 本校平均身長(2006)と推奨の翻理台高(棚)

どの学年も、現状の H800mmでは低めであり腰部

等に負担がかかることが予想される。本校の場合、中

1年から高校3年までが同じ規格の調理台を使用せ

ねばならず、サイズの選定が難しいが、日900mmの

ものならば、中 1にも高すぎず、高校生にも低すぎな

い選択となろう。既製品においてはまだまだ、H900mm

対応商品は少ないが、台輸による高さ調整が納入時な

らば可能である。更新時には検討したい。

臨4. 鼠食机

一方、試食机(図 4)であるが、 W1200mmx 

D600mm x H685mmという大きさのものである。こ

の机は調理時には下掠えの作業スペースとして、また

教室前方の杭は教員からの食材配布スペースとしても

用いられている。試食机は全部で 12台用意されてい

るため、試食時には 1テープ、ルを4人程度が使用する

ことになる。実際は4人ないし 5人で 1つのテーブノレ

を3方向から囲んでいることが多い。この人数での試

食用のテーブルとしては必要最小限の大きさでしかな

い。また、前後の試食机の生徒は背中合わせに着席す

ることになるが、試食机相互の間隔は最大で 800mm

程度しかなく、余裕があるとは言い難い。杭のサイズ

は机相互の間隔とトレードオフの関係にあり、この問

題を容易に解決するのは困難である。全面更新時には

サイズ変更と併せて台数およびその配置についても検

討が必要である。

最後に、「示範

台Jにふれる O

W2200mm x 

D900mm x 

H800mmの大

きさである。図

5のとおり、調

理(生徒への示

範)スペースに

自在水栓2口つ

きの 1槽式シンク、 2口ガスコン口、そしてコンロ下

部にはガスオーブンが収納されているものである。大

きさとしては標準的なものであり十分である。ただし、

本来同時に施工されることが多しげ示範用鏡J(吊下式

反射鏡)が設聾されていないため、生徒への説明には

工夫が必要となる。現在は、ビデオカメラ、可動式の

ビデオプロジェク夕、およびスクリーンを使用してい

るが、火気や水気を扱う室内での精密機器の使用は避

けたいものである。将来的には「示範用鏡j の設置を

菌5. 示範台

望みたい。

5 調理実習室の設備・機器

教室西側壁面および北側壁面には食器戸棚(図 6)

が、また東側壁面南側には用兵概が設置されている。

現在所有している食器および調理器具はすべて収納可

能である。だが余裕は少なく、今後必要な調理器具を

整備していった場合には即座に収納力が不足すると忠

われる。家庭科準備室 (62 2 B準備室)が器材室兼

用となっているため収納の余地が少ない。校舎新築や

教室配霊換え等がないと抜本的な解決策は見えてこな

し¥0
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教室前方(南側壁面手前)には、業務局食器洗浄機

が備えられている(密 7)。ホシザキ電機製 fJW-

400TUDJである。植村着任時に引き継ぎがなく、敢

扱説明書等も見あたらないため、現在授業では全く使

用されていなし¥。

以前より在籍の教

員に尋ねたところ、

1997年に文化祭

中の衛生問題に対

処するために生捷

部主導で設援され

たもので教手羽語品

ではなく(事務室

の備品台帳におい

関6. 1生器戸棚

ても確認できなし¥)、専ら文化祭の高 3食品関係諸班の

食器洗浄のために使用されていたということで、ある。

過去においても授業での使用例はないとのことである。

もっとも従来か

ら実際の授業時

には、食器の数

量に余裕がない

ため、洗浄後の

食器を概に収納

する労働力が皆

無のため、そし

て教育効果が望

まれるため、生

徒自身に食器の

洗浄・拭き散

り・収納まで行

わせている。管

理主体が不明確
図7. 食器洗浄機

なこともあり授業での活用は現在のところ考えていな

い。ただ、高価なものであるため、機器が維持できる

よう協力は拒まないつもりである。

食器洗浄機の西隣にはジャノメ製の「包丁まな板殺

菌保管庫J(図 8)が設置されている。腸管出血性大腸

菌 0157騒動を受けて 1999年に購入された備品であ

る。現在は電源、が入らない状態であるが、過去におい

ては授業で用いていたとのことである。食品衛生上、

また安全上からも保管庫の利用は推奨されるものであ

る。最近になってようやく取扱説明書などが発見され

たため、必要な修繕を施して活用していこうと考えて

いる。

なお、室外ではあるが 6号館2階廊下に f業務用

ー 袖省幽幡畠嗣嗣僻叫ニニ付加明白幽尚一回--""、ザ領制@四時値目4

国8. まな板包丁殺菌保管庫(開放時)

冷蔵庫J (図 9)が設置されている o 東芝製の

fRGC鴨 401FGJである。 I蛮8の殺菌保管庫と If:討議の

経締で 1996年に購入された備品である。 2006年まで

は家庭科準備窓に設置されていたが、常勤教員の常駐

に伴い手狭になったことから、管理職の許可を符=て廊

下に移設された(なお空いたスペースには整理棚が設

され、調味料，や洗沖-mJえなどが置かれている)。授業

での活用の地、移設を契機に文化祭期間中などは高 3

食品関係諸班にも利用を許可している。ただし、廊下

に面したことにより設でも関関可能な状態となってし

まう虞が出てきた。そこで事故防止のため、使用時以

外はチェーンロックで施錠し、開閉できなくしてある。

本来ならば施錠可能な室内に設置されるべきものであ

ることは承知し

ており、現状は

やむを得ないも

のであると理解

している。食器

戸棚同様、家庭

科準備室と器材

室との分離がな

されるなどしな

ければ解決はで

きないと思われ

る。

殴9. 業務用冷蔵庫

6 家庭科/醤道室の施設

ここまでは専ら家庭科の授業で使用される調理実習

室について概観した。家庭科の授業ではこのほかに「家

庭科/書道室J(6 2 2教室)も使用されている。 f書

道室」と呼称する教員・生徒が少なくないことからわ

「円

υ



かるように、中学の国語科書道および高校の芸術科書

道でも使用されている。 2007年においては、家庭科-

月・火・金、書道一・水・木という使用部になっている。

図1O. 家庭科/書道室(北西角より)

6号館新設当時より「家庭書道室Jと家庭科を冠し

ていたが、専ら「書道室」として使用されている教室

であった。家庭科の男女共修化にともない、床面にミ

シン月3の電源コンセントなどを設置するなどの改修を

経た上で共同利用するようになっている。南北方向 12

m、東西方向 8m、面積 96m2のフロアである。本教

も、冷暖房の空白nd設備が未整備で、ある。調理実習室

の網戸設置の際に本教室も向13寺設置され、虫害に悩ま

ずに授業ができるようになった。

現在の家庭科での家庭科/書道室の使用状況は、中

学では 1年の被H設実習時と 3年での諸実習時、高校で

は調理実智以外の全i時間であり、使用頻度は非常に高

い。設置されている机は W1500mmx D600mm x 

H700mmが22台である。このもfLを2人掛けにして使

用している。被服実習の裁|新時はこの長い机のために

作業がしやすいが、ミシン使用時などは一人あたりの

作業スペースが不足している。また奥行きが短いため、

ミシンの落下事故なども散見される。机2台を向かい

合わせに組ませるなど運用語で何とかカバーしている

のが現状である。専用の教室であれば、大きめの安定

した机を配遺してその湾問に着席させるようにするな

どの改善策が考えられる。

いわゆる座学時は 教室が大きいために教員の芦が

教室後方までイ伝わりきらないこともある。中学では

HR教室を併用できるため回避できるが、高校ではも

う1教室を確保するのは思難である。これも杭を前iこ

詰めるなどの運用で、補っている。

なお、本教室前方にはスクリーンが、天井にはどデ

オプロジェクタが設寵されている。プロジェクタはす

でに!日型となり、コンパータでビデオ信号に変換しな

いとパソコンとは接続できず、色の再現性も悪い。現

状ではビデオ映写時も含めて、可搬式のプロジェクタ

を使用している。

7 まとめ

以上、述べてきた施設設備上の問題点をまとめると

以下のようになる。

①冷暖房の空誠設備が未整備である。

②調理実習室の什器(調理台・試食机)の大きさ・

高さが、実習にはやや不向きである。

③調理実習室の示範用鏡の設置が望まれるo

④食器戸棚(調理器具も収納)増設のスペースが必

要である。

⑤業務用冷蔵庫を廊下に直接面さない室内に移動す

ることが安全上望まれる。

⑤家庭科準備室とは別個に家庭科の器材室の新設が

望まれる。

⑦家庭科/書道室の机の大きさが実習にはやや不向

きである。

上記問題点のうち、①③については予算措震がなさ

れれば到底に解決する。しかし②④⑤⑤⑦について

は、現状の施設の中での解決は困難であり、大規模な

準備室配置換えや校舎増改築などが必要となる。一教

科の問題ではなく、学校全体で考えるべき事項であり、

関係各方蕗には早急な対応を望むものである。
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